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【目的】 
われわれは副作用のない治療法､治療薬の開発をめざす統合医学の
推進をかかげた｡治療薬として有効成分が明らかな抽出物を考えている｡
具体的には担子菌製剤PSK､生薬セファランチン（CR）､樹木茶抽出物
タヒボで､有効成分がそれぞれ蛋白結合多糖体､アルカロイド､ナフトキノン
とわかっている｡ 
 

【方法】 
Invasion Chamberにより浸潤能を測定した｡FITC標識Annexin Vで

アポトーシスを検出した｡血管内皮HUVEC､HMVEC細胞を使い増殖
抑制作用を調べた｡ 
 

【結果】 
3生物製剤は人工転移モデル“二重移植腫瘍系”で免疫反応を活性
化して原発腫瘍のみならず､転移腫瘍の増殖を抑制した｡腫瘍細胞に
直接働いて転移を抑制するか浸潤抑制について調べた｡PSK,CR､タヒボ
が全てRL－♂1､Colon 26腫瘍細胞に対する浸潤を抑制した｡Daudi、Raji
細胞に対するアポトーシス誘導能を調べたところ､CRは両細胞と末梢リンパ
球に対して誘導し､タヒボは両細胞に対し誘導し､PSKはDaudi細胞に
だけ誘導した｡タヒボは血管内皮HUVEC､HMVEC両細胞に対し抑制
作用を示し､CRはHUVECに抑制作用を示し､PSKは抑制作用を示さな
かった｡以上3生物製剤は免疫増強作用は同じでも､腫瘍細胞への直接
作用と血管新生抑制作用では異なった反応を示した｡ 
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